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本
年
度
新
入
同
窓
会
員
百
四
十
名

五月
日二

第
六
十
六
回
卒
業
式
挙
行
さ
る

本

γ
似
の
り
門
川
作
品
f

業
式
は
、
例
什

一
々
に
証
告
が
授
与
さ
れ
た
。
統
い
て
福
山
岡

の
如
く
、
去
る
三
川

-
l
h
日
午
後

一
川
学
長
の
仕
口
昨
、
石
川
浬
宅
長
祝
辞
、
さ
ら

一一一
1
1
分
よ
り
舟
校

一
附
ホ
|
ル
に
お
い
て

一
に
来
賓
の
説
木
文
部
大
臣
代
理
、
河
村
日

以制
作刷
に
学
行
さ
れ
た
。
ぃ
八
は
大
仲
介
救
綬
司
本
品
開
料
収
師
会
々
長
、
入
江
東
京
都
歯
科

会
の
も
と
に
「
君
が
代
」
斉
叫
に
よ
り
間
医
師
会
々
長
に
つ
い
で
、
同
窓
会
か
ら
は

始
さ
れ
、
杉
山
教
務
部
長
の
学
事
報
告
の
矢
崎
会
長
が
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

後
、
卒
業
証
書
授
与
式
に
移
り
、
卒
業
生
た
。
そ
の
他
在
校
生
の
送
辞
な
ど
に
対
し

行
問

l
名
会
員
に
対
し
福
島
学
長
よ
り
個
卒
業
生
を
代
衣
し
て
黒
柳
錦
也
君
の
答
辞

一
が
あ
り
、
校
歌
合
唱
に
よ
っ
て
式
は
終
了

一
し
た
。
な
お
本
年
度
よ
り
学
校
と
し
て
は

-
卒
業
生
に
対
す
る
一
切
の
裂
貨
を
授
与
し

一
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
従
っ
て
本
会

均

一
と
し
て
も
例
年
卒
業
生
に
校
与
し
て
い
た

同
窓
会
貨
の
僚
与
は
行
わ
な
か
っ
た
。

一

本
年
度
の
卒
業
生
を
専
門
学
校
設
立
以

業

一
来
の
も
の
と
合
せ
る
と
、
ヒ
千
百
三
十
八

名
と
な
り
、
高
山
歯
科
庚
学
院
設
低
以
来

の
卒
業
生
を
通
算
す
る
と
、
じ
千
四
訂
二

十
八
名
と
な
っ
た
。

同
日
は
、
夕
刻
よ
り
丸
の
内
の
東
京
会

館
に
お
い
て
盛
大
な
謝
恩
会
が
闘
俄
せ
ら

れ
、
学
校
及
び
同
窓
会
関
係
者
も
御
招
待

を
う
け
、
多
数
出
席
し
た
。
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(卒

菅
野
寛
(
宮
城
県
)
、

笠
原
リf
(
畏
叫
円
以
)
、

加
藤
克
之
(
東
京
都
)
、
川
又
医
薬
(
東
京

都
)
、
木
村
始
ニ
(
阿
山
県
)
、
桑
名
泰
彦

)
一
(
高
知
県
)
、
丸
山
附
義
(
長
野
県
)
、
松
井

会
一
俊
憲
(
東
京
都
)
、
松
永
万
生
(
東
京
都
)
、

迎
一
松
島
静
否
(
岐
阜
県
)
、
ぷ
上
最
司

(東
京

【
一
都
)、

二一
沢
栄
治
(
以
点
都
)
、
籾
山
正
尚

ー一

(福
井
県
)
、
川
付
制
二
(
治
手
県
)
、
森
正

会
一
文
(
静
岡
県
)
、

鉱
山
一
行
-
(
大
分
以
)
、
小

窓

一
村
千
恵
子
(
神
奈
川
以
)
、
中
山
孝
幸
(
持

l
一
川
県
)
、
符
下
村
也
(
長
肌
円
以
)
、

川
刷
浩

コロ一

一
U
一
史
(
山
梨
県
)
、
岡
英
刀
(
東
京
都
)
、
波
民

一
健
(
点
京
都
)
、
小
川
月
間
訓
一
一一
(
愛
知
川
小
)
、

一
大
沢
和
子
(
詳
馬
県
)
、
斎
雌
山

4

勾
(
昨
山
内

一
以
)
、
明
妬
之
(
長
崎
県
)
、
三
沢
.
犬
(
以

一
ぃ爪都
)、

佐
一
和
正
彦
(
烏
収
県
)、

鈴
木
作

こ
れ
に
先
だ
っ
て
同
窓
会
と
し
て
は
、

れ
る
卒
業
生
を
御
招
待
し
、
心
か
ら
の
歓
-

3
一
仁
(
静
岡
県
)
、

高
間
消
(
茨
城
県
)
、
高
崎

前
日
の

ニ
卜
四
日
午
後
三
時
よ
り
伺
校
第

一迎
会
を
催
し
、
全
員
に
同
窓
会
員
バ
ッ
ジ

一
if

一H
丸
山
支
秋
田
県
)
、
沌
沢
章
二
(
東
京
郡
)
、

一
講
義
室
に
お
い
て
、
新
入
会
員
と
な
ら

一
を
贈
与
し
た
。

一一
一
山
村
徹
二
(
山
口
県
)
、

問
中
界
治
(
新
潟

〉

i
j
;

i
i
'l

i、
l
i
l
-
-
j
i
l
l
(
jl

一
以
)
、
芦
屋
紀
雄
一
(
静
崎
県
)
、
柳
沢
勇
在
日

一
六
(長
野
県
)
、
阿
耐
牢
三

(大
分
県
)
、
朝

卒

業

者

氏

名

一
合
英
哉
(
茨
城
県
)
、
浜
野
恭
子
(
栃
木
県
)

一
一般
川
汎
史
(
来
日
以
都
)
、
長
谷
川
脱
出
(
崎

千
葉
英
輔
(
長
野
県
)
、
長
谷
川
修
二

一
岡
本
光
生
(
千
葉
県
六

大
野
博
重
(
群
馬

一
玉
県
)
、
橋
本
伝
之
(
均
五
県
)
、
平
野
新

(
北
海
道
)
、
服
部
幹
夫
(
北
海
道
)
、
本
間

一山
市
)
、
消
井
照
代
(
東
京
都
)
、
酒
向
利
純

一
衛
(
愛
知
川
山
)
、
浜
町

X
犬
(
栃
木
県
)
、
稲

正
敏
(
点
京
都
)
、
細
山
恒
(新
潟
県
)
、
船

一
(
岐
阜
県
)
、
問
中
耕
誠
(秋
田
県
)、

水
川

一
間
弘
二
東
京
国
仰
)
、
ぃ
内
野
英
信
(
州
縦
)、

坂
玄
次
(
岐
阜
県
)
、
柳
義
文
(
北
海
道
)
、

一
洗
(
岡
山
県
)
、
山
方
正
光
(
島
根
県
)
、
篠
一
飯
田
昭
(
千
束
県
)
、
石
井
康
之
(
点
点
都
)

今
村
嘉
男
(
神
奈
川
県
)
、
伊
藤
正
通
(
北

一
回
登
(
青
森
県
)
、
鈴
木
祐
司
(
神
奈
川
県
)
一

一
色
泰
成
(
愛
媛
県
)
、
板
倉
克
明

(埼
玉

海
道
)、

岩
田
嵩
(点
京
都
)
、
木
村
昭
(
広

↑武
居
秀
昭
(
山
口
県
)
、

土
橋
愛
敬
(
山
梨
一
県
)、

伊
藤
一
川
円
は
(
北
海
道
)
、
伊
勝
絡
(
北

島
県
て

唐

橋
有
(北
海
道
)、

柏
瀬
昌
世

一県
)
、
若
尾
孝
(
山
梨
県
)
、
山
内
恒
徳
(
東
一
海
道
)
、

小
林

一
七〈
(崎
玉
県
)
、
亀
谷
博

(栃
木
県
)
、
上
田
隆
二
熊
本
県
て

加

藤
」
京
都
)
、
総
瀬
六
朗
(
栃
木
県
)
、
松
本
茂
一
昭
(
島
根
県
)
、
本
沖
健
夫
(
北
海
道
)
、
北

武
彦
(
神
奈
川
県
)
、
梶
井
泰
麿
(
山
口
県
二
回
刀
(
栃
木
県
)、

黒
柳
約
也
(
静
岡
県
)
、
阿

一
原
正
典
(長
野
県
)
、
駒
形
周
三
(新
潟
県
)

泊
四
勝
之
(
東
京
都
)
、

箕
問
定
明
(
神
奈

一久
津
広
美
(
山
梨
県
三

坂
野

一
郎
(
愛
知
一
町
田
明
山
本
(
東
京
都
)
、
牧
野
特
二
一
(愛
媛

川
県
)
、
森
脇
久
雄
(
砧
根
県
)
、
長
井
宏

一県

、
遠
藤
隆
一
(
東
京
都
)
、
浜
野
直
田彦
一
県
)
、

皆
川
修
同
町
(
神
奈
川
県
)
、
箕
田
昌

之
(新
潟
県
)、

長
沢
宥
(群
馬
県
)
、
中
村

一F
東
京
都
)、

長
谷
川
孝
義
(
山
梨
県
)
、
日

一
弘
(
宮
城
県
)、

命
政
成
(
北
海
道
)
、
大
竹

正
(
静
岡
県
)
、
中
山
悦
治
(
以
京
都
)
、
西

一浅
敬
三
(愛
媛
県
)、

星
隆
司
(
新
潟
県
)
、

一
二
労
(
山
梨
川
以
)
、
奥
川
陽
子
(
静
岡
県
」
、

辻
良
一
二
(
東
京
都
)
、
西
島
寛
子
(
島
根
県
こ
伊
藤
博
夫
(
山
形
県
)
、
関
星
良
(
香
港
)
、

一
尾
上
障
(
愛
級
以
)
、
近
江
誠
二
符
城
県
)

野
村
栄

一
(円以京
都
)
、
小
川
弘
(
北
海
道
二
金
山
嵐
城
(
富
山
県
)
、
金
子
弘
(埼
玉
県
)一

(第
二
頁
・
九
段
日
へ
つ

づ
く
)



(2) 

冨
巴
目
υ
臨
調
市
刃
ヨ
ト
冥
目
円
相
主

官

S
宜
ハ
劃
一
回
刃
E
4
2
回
一
w
aH

七
月
十
五
日
よ
り
臨
床
五
科
目
を
実
施

申
込
期
日
六
月
末
日
ま
で

本
年
度
の
母
校
並
び
に
同
窓
会
共
催
に

一

ケ
ッ
ト
ク
ラ
ウ
ン
に
つ
い
て
の
示
説

よ
る
夏
期
講
習
会
刷
悦
に

つ
い
て
は
、
前

一

実
習

号
に
予
告
し
た
が
、
今
回
は
日
程
、
募
集

保
存
科

(歯
槽
膿
漏
)

人
員
そ
の
他
に
つ
い
て
析
略
を
お
知
ら
せ

一

じ
月
二
十

一
日

(金
)
歯
槽
膿
漏
の
臨

す

る

。

床

概

論

、

歯

鰍

奨

償

問

仲

療

法

の

示

説

、

期

炉

臨

床

見

学

そ

の

他

じ
月

1
五
日
よ
り
仁
月
二
十
九
日
ま
で

一

じ
月
二
十
二
日

(土
)
歯
鰍
切
除
手
術

募
集
人
員

各
科
五
名
以
上

一

メ
ラ
ニ
ン
色
素
除
去
手
ナ
術
の
示
説
、

講
習
料

一
一
科
目
四
千
円

一

臨
床
見
学
そ
の
他

科
目
及
び
そ
の
内
容

一

仁
月
二
」
1

三
日
(
日
)
歯
飯
被
弁
手
術

矯
正
科

一

の
示
説
、
臨
床
見
学
そ
の
他

じ
月
|
五
日
(
土
)
総
論
必
び
に
件
続

↑
日
経
外
科

診
断
法
示
説

一

七
月
二
十
四
日
(
月
)
歯
性
化
膿
怜
疾

七
月
十
六
日
(
日
)
診
断
の
実
際
に
つ

一

患
と
化
学
療
法
並
び
に
臨
床
諸
検
査

い
て
示
説
並
び
に
模
型
実
習

一

法
に
つ
い
て

じ
月
イ
じ
日
(
月
)
機
引
笑
習
並
び
に

一

じ
月
二
十
五
日

(火
)
各
種
麻
酔
法
に

臨
床
実
習
見
学

一

つ
い
て
の
示
説
、
臨
床
見
学

補
綴
科

一

じ
月
二
十
六
日

(水
)
口
腔
外
科
小
手

七
月

1
八
日
(
火
)
局
部
床
義
歯
の
設

一

術
の
実
際
に
つ
い
て

計
及
び
ポ
|
セ
レ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
ク
一

放
射
線
科

ラ
ウ
ン
に
つ
い
て
の
示
説
、
実
習

一

じ
月
二
十
じ
日
(
木
)
撮
影
実
習

じ
月
イ
九
日
(
水
)
山
味
合
採
得
法
に
つ

一

じ
月
二
」
l

八
日
(
金
)
手
術
或
は
症
例

い
て
の
示
説
、

実

習

一

見

学

じ
月
二
十
日
(
木
)
ポ
l
セ
レ
ン
ジ
ャ

一

じ
月
二
イ
九
日
(
土
)
読
像
実
習

お

知

ら

せ

…

…
今
同
帳
綬
袋
章
を
佼
与
せ
ら
れ
た

溝
上
嘉
久
自力
校
長

の
受
章
祝
賀
会
を
左
記
次
第
に
よ
り
開
催
放
し
ま
ず
か
ら
何
卒
御
参
会
の
程
を
お

…

願
い
致
し
ま
す
。

会

長

矢

崎

正

方

向
南
海
各
位
殿

日

時

昭

和

三
十
六
年
六
月
十
三
日

(火
)
午
後
六
時
三
十
分

会

場

母

校

新

館

地

下

ク

ラ

ブ

室

会

費

一二

O
O
円

な
お
、
御
来
会
の
方
は
六
月
十
日
ま
で
に
本
部
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
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一川
、
白
須
賀
直
樹
、
羽
川
町
令
術
、
伊
汁
(
前
。へ
l
ジ
よ
り
つ
つ
く
)
大
津
憲
一

昭
和
三
十
六
度
新
入
学
生
氏
名

一以
子
、
倒

池

却

則

、
市
川
術
開
て
児
島

(神
奈
川
山
)
、
大
塚
弘
介
(
群
馬
弘
、
大

一占ハ似
、
航
村
順
チ
、
小一必

m
-、
斎
藤
↓
門
ん
塚
リ
3
(

大
分
県
)
、
斎
藤
い
郎
(
北
海
道
)
、

(
進
学
ぶ
程
二
彦
、
山

n
在
川
、
花
田
符
一
、
後
藤
忠
正

一佐
々
木
次
郎
(
東
京
都
)
、
佐
藤
祐
司
(
福

高
木
久
美
子
、
大

橋

勲

、
団
代
俊
三
、

÷
符
原
栄
一
一
、
大
石
孝
弘
、
田
島
が
、
黒

一島
県
)
、市
山
松
知
党
(
愛
媛
県
)
、
清
ぷ
潮
(
新

和
栗
秀
直
、
史
烏
史
和
、
前

川

明

、
鈴

一
須

減

、
必
問
防

一
郎
、
石
旧
天
卜
雄
、

一潟
県
)
、
1
1
野
久
犬
(
脱
児
島
県
)
、
同
上
峰

木
則
雄
、
治
田
町
恋
司
、
川
れ
佐
代
子
、
上

一局
給
制
」
郎
、
低
木
党
、
水
上
佐
彦
、

一弘
(
神
奈
川
県
)
、
官
川
崎
信
治
(
島
根
県
)
、

野
篤
彦
、
大
曽
根
洋
、
市
川
泰
右
、
稲
森

一須

田

昇

、
及
川
澄
江
、
川
市
川
恒
珍
、
伊

一武
川
敏
明
(
山
口
県
)
、

鳥
居
正
雄
(
静
岡

幾
太
郎
、
川
野
俊
朗
、
谷
間
部
賢

一
、
杉

一
膝
康
山
問
、
飯
島
和
説
、
余
原
久
樹
、
凶
一
…
回

一県
)
、
山
際
内
山
(
二
重
県
)
、山
崎
万
司
(群

村
俊
之
、
村
井
怠
一

、
坂
下
邦
夫
、
宮
地

一
百
樹
、
佐
古
紋
胤
、
浅
野
小
沢
、

宮
川
一
馬
県
)
、
矢
内
謙
次

(東
京
都
)、

低
回
雄

達
夫
、
川
問
守
徳
、
問
削
千
賀
子
、
大
沢

一
得
、
森

師

夫

、
足

時

敬

、
鬼
頭
政
勝

一弘
(
長
野
県
)
、
清
俊
和
(静
岡
県
)、

芳
賀

武
雄
、
橋
口
一
利
郎
、
寺

本

仁

、
小
野
武

一
問
中

一
実
、
.
内
刷
修
、
紛
本
心
列
。

一
ド什山側(セ
川
森
山
)
、
中
尾
秀
昭
(長
野
県
)
。

文
、
牧
貯
伸
一

、
海
老
原
典
子
、
早
川

進
、
村
田
古
美
、
福
山

駁
、
中
村
秀
勝

勝

海

昭

、
桐
原
俊
治
、
大

野

誠

、
田

辺
附
版
、
野
村
孝
太
郎
、
小

貫

克

、
佐

牟
回
和
成
、
野
上
ぷ
一

、
有

明

一

、
思

田
昌
彦
、
永
田
疑
問
、
中
川
正
町
、
ん宏、滋

登
、
守
田
誠
一

、
合

田

功

、
後
脱
辺

機
、
村
居
正
雄
、
吉

井

修

、
道
脇
孝
二

瀬
川
悦
子
、
山
中
義
刀
、
相
公
帥
奇
仁
、
松

川
清
三
、
関
谷
和
犬
、
市
原
定
日
、
大
同

紀
一
郎
、
永
井
教
之
、
佐

藤

潔

、
松
本

功
、
萩
野
利
昭
、
以
回
n
日
畿
、
松
崎
輝

宏
、
田
能
村
吉
一久
、
福
島
直
樹
、
野
村
昭

子
、
興
津
澗
子
、
羽
生
附
好
、
伊
藤
英
紀

市
川
隆
一

、
中
川
勝
洋
、
潟

地

誠

、
田

中
文
彦
、
首
村
泰
永
、
広

瀬

勇

、
氏
原

建
一

、
松
井

一
成
、
川
村
康
中
、
曽
我
山
京

世、

松
本
信
彦
、
松
井
康
子
、
関
根
英
臣

問
問
本
洋
出
入
、
西
川
吉
博
、
楠
木
邦
夫
、
加

藤
俊
雄
、
梅
原
征
四
郎
、
林

刻

、
藤

原
浩
二
、
宗
本
医
由
、
山
川
雄
義
、
矢
内

修
策
、
加

勝

強

、
一
同
波
対
行
、
飯
野
和

男
、
柴

田

功

、
関
根
家
機
、
矢

郷

明

高
橋
利
武
、
矢
崎
秀
昭
、
飯
島
竜
可
、
山

田
由
美
、
曽
我
部
勉
、
古
賀
克
隆
、
上
村

延
幸
、
赤
穂
英
生
、
今
村
幸
男
、
上
平

一

卒

業

O
約
四
学
及
び
口
腔
病
山
町
山
千

一
、
水
般
化
カ
ル
シ
ウ
ム
に
よ
る
異
所
性

硬
組
織
形
成
に
関
す
る
実
験
的
研
究

坂
野

一
郎

一
、
H1
2
ι
B
r
〈
手
コ
口
r
三
2
gコ
コ

に
よ
る

根
管
充
隔
世
の
実
験
的
研
究
補
遺

木

村

沼

二

一
、
歯
似
粘
膜
の
電
子
顕
微
鏡
的
研
究

鍋
島
惇
一

O
薬
理
学
及
び
歯
科
楽
物
学

一
、
皮
膚
反
応
に
お
け
る
ア
ミ
ン
と
ア
ミ

ン

附

加

物

に

つ

い

て

腐

崎

宥

一
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の
鎖
痛
作
用
に
関
す
る

研
究

(プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
及
び

コ
レ
ス

テ
ロ

ー
ル
に
つ
い
て
)
伊
綴

博
夫

O
術

生

学

一
、
孔
般
閣
に
よ
る
ビ
タ
ミ
ン
内
定
量
法

の
検
討
に
関
す
る
実
験
問
中
界
治

O
口
腔
衛
生
学

一
、
東
京
都
北
品
川
地
区
に
於
け
る
青
少

年
の
断
蝕
受
診
態
度
と
そ
の
環
境
に
つ

号。，
E問

文い

て

船

坂

玄

次

O
歯
科
保
存
学
反
び
口
腔
治
療
学

一
、
乳
前
掲
の
イ
ン
レ

l
禽
洞
に
つ
い
て

柏
瀬
田
白
世

一
、
水
般
化
カ
ル
シ
ウ
ム
、
グ
ア
ヤ

コ
ー

ル
を
以
っ
て
す
る
生
活
歯
髄
切
断
に
関

す
る
臨
床
病
理
学
的
研
究

田

中

耕

誠

一
、
局
所
麻
酔
下
に
お
け
る
複
雑
瀦
洞
形

成
の
歯
髄
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
臨

床

病

理

学

的

研

究

鈴

木

祐

司

一
、
ネ
オ
プ
ロ
テ
ク
ト
セ
メ
ン

ト
を
以
っ

て
す
る
間
接
歯
髄
夜
間
早
に
関
す
る
臨
床

病

理

学

的

研

究

武

居

秀

昭

一
、
防
湿
下
に
お
け
る
エ
ア
l
タ
ー
ビ
ン

に
よ
る
符
制
形
成
の
歯
髄
に
及
ぼ
す
拶

響
に
関
す
る
臨
床
病
理
学
的
研
究

僚
(
瀬
六
朗

な
お
、
こ
れ
ら
の
卒
業
論
文
は
な
が
く

母
校
図
書
館
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た。



一
助
手
昇
任

一

島

田
弘
量
副
手

(
保
存
)

一

三
六

・
凶

・
一

-

大
曽
綴
正
由
入
η

(

η

)

H

W

本

学

病

院

長

大

井

清

一

成
凹
む
つ
η

(

H

)

H

W

E

奥

村

一

副

院

長

北

村

勝

術

一

松
田
秀
之
η

(矯
正
)

仰

げ

j

名
誉
学
一
矯
正

部

長

山
本

義
茂

一

山
口
敏
雄
η

(

H

)

H

H

学

長
の
あ

一

学

生

部

長

長

尾

喜

景

鈴

木

英

生

η

(

口
外
)

H

H

島

と
を
受
一
資

材

部

長

三

崎

動

郎

一

関
根
健
夫
H

(

H

)

η

w

i
け
て
た

一

市

川

病

院

長

野

口

好

之

一

沼
沢
孝
人
η

(

補
綴
)

H

H

持

た
れ
た

一

衛

生

士

学

校

長

関

根

永

滋

↑

岩

瀬

朗

げ

(

H

)

η

η

福
島
学
長
任
期
満
了
の
た
め
の
学
長
選
出

一

(三
六

・
五

・
一
付
発
令
)

一

長
谷
川
汎
η

(

げ
)

η

"

が
行
わ
れ
た
結
果
、
全
体
教
授
会
の
満
場

一

進

学

課

程

幹

事

平

井

満
喜
男

一

潤
田
和
好
η

(

η

)

H

H

一
致
の
推
挙
に
よ
り
、
評
議
員
会
の
議
を

一
@
人

事

腰

原

好

η

(

H

)

H

H

経
て
三
月
八
日
付
で
理
事
長
よ
り
福
島
学

一・
新
任

宮
下
恒
太
η

(

H

)

η

H

長
が
再
び
任
命
さ
れ
た
。
福
島
学
長
は
再

一

山
内
健
嗣
講
師
(
市
病

・
整
外
)

一

広

瀬

実

η

(

H

)

H

H

選
を
期
と
し
て
学
内
人
事
刷
新
を

意

図

さ

一

三

六

・
三
・
一一

高
梨
士
口
郎
H

(

H

)

η

η

れ
、
副
学
長
及
び
学
監
制
度
を
新
設
し
た

一

都
富
典
夫
助
手
(
解
剖
)

一

尾
沢
方
宣
H

(

η

)

H

H

他
、
本
学
病
院
長
、
市
川
病
院
長
、
衛
生

一

三

」ハ

・
問
・
一
一
太
田
是
男
H

(

H

)

η

η

士
学
校
長
、
等
々
の
大
き
な
人
事
異
動
を

一

川

崎

徹

η

(

口
街
)

η

H

-

青
木
英
夫
hH

(

η

)

H

H

発

令

さ

れ

た

。

一

教

授

昇

任

一

本
田
正
宏
η

(
市
病
・歯
)
w

w

⑥
昭
和
三
十
六
年
度
入
試
終
る

一

秋
山
誠

一
郎
助
教
授
(
進
学

・
心
用
)

一

大
柄
俊
樹
η

(

げ
)

H

H

例
年
の
如
く
一
一
一
月
一
目
、
二
日、

三
日

一

一

-

一

六

・
凶

・
一一

藤
川

淳
H

(

生
川
)

H

H

の
三
日
間
に
一
門
司
っ
て
市
川
進
学
課
粍
に
お

一
助
教
授
昇
任

一

青

木

仏

H

(
街
中
.)

H

H

い
て
行
わ
れ
た
。
志
願
者
五
八
二
名
に
対

一

金
光
秀
明
講
師
(
進
学

・
物
閣は)

一
辞
任

し
、

一
四
五
名
が
入
学
を
許
可
さ
れ
た
。一

h

町

三

六

・
川
・
一

天

田

治

男

副

手
(
保
布
)

⑨
歯
科
衛
生
士
に
三
十
名
合
格

一

高
橋
養
夫
η

(

進
学

・
独
語
)

一

本
年
度
は
七
十
三
名
の
志
願
者
が
あ
っ

一

η

H

竹
内
茂
雄
η

(

H

)

η

η

た
。
衛
生
士
は
昨
年
よ
り
二
年
制
と
し
て

一

森

本

優

H

(

保

存

)

山

口

隆

一一一
η

(
円
外
)

発
足
し
た
の
で
、
本
年
三
月
に
卒
業
生
は

一

一

一

一六

・
川

・
一

三

六

・
二
・
八

出
な

い

。

一

講

師

昇

任

伊

東

敏

克

η

(矯
正
)

⑨
学
内
異
動

一

仁
田
原
一
郎

三
ぃハ
・
問

・
一

三

a

ハ
・
二

・
一
七

一

吉
木
周
作
助
手
(
病
矧
)

H

η

(一一一
ーハ
・
三

・
八
付
発
令
)

一

ほ

順
川
講
師
(
市
病

・
整
外
)

一

高
精
重
雄
η

(
畑
山
工
)

げ

W

J

秀
策

一

三

六
・
二
・
二
八

一

大
井
一
夜

η

(

市
病

・
歯
)

(二
二八

・
山
・
一
付
発
令
)

一

て
に

・
川

・

収
リ
ア
郎
助
教
綬
(
山

WU)

長

溝

上

存

久

男

一

一

一七ハ

・
三

・
三
一

斎

藤

久

一

向

旧

市

講
師
(
病
川
)

H

H

杉

山

不

二

一

室

岡
山
良
光
η

(

解
別
)
η

(
市
病

・
歯
)

一郎

口
衛

佐
藤
貞
勝
、
高
橋
一
夫

衛

三
六

・
三

・
三

二

生

荘

治

、
藤

村

豊

、
河
合
正
計
、

高
橋
康
平
η

(

H

)

η

η

一
大
西
延
治

保
存

山
下
又
次
郎
、
西
条

服
部
孝
範
助
手
(
口
外
)

一
征
男
、
松
山
茂
樹
、
武
石
義
弘

口
外

三
六

・
=
了

三
一

一中
川
重
俊

補
綴

矢
崎
正
方
、
河
辺
清

村
田
基
生
副
手
(
保
存
)

w

w

一治
、
饗
庭
格
太
郎
、
佐
藤
勝
也
、
野
本
種

香
山
欣
哉

η

(
市
病
・歯
)
H

H

-
邦
、
阿

部

勤

耳
鼻

佐
藤
重

一

市

非
常
勤
講
師
依
嘱

(
昭
和
三
十
六
年
度
)

一病
耳
興

宇
野
昭
二

皮
泌

篠
田
倫
三

解
剖

大
山
栄
一

、
宝
田
忠
、
小
川
暗

一

法
医

矢
田
昭

一

医
法

高
木
圭
二

昭

病
理

吉
村
三
郎
、
山
本
勝

一
、
高

一
郎

社
歯

水
野
鈍
太
郎

眼

科

緒

方

国

情

微

生

物

奥

村
晴
一

、
森

山

徳

鏡

放
線

島
野
達
也
(
三
六

・
四

・

長
、
橋
口
綿
徳
、
石
塚
達
夫
、
中
井
武

一
二

付
発
令
)

北
原
栄
次
H

だ

母

校

よ

第79号

り

⑥
福
島
秀
策
学
長
再
選
さ
る

第
一
五
四
回
東
京
歯
科
大
学
学
会
開
催
案
内

東京歯科大学問窓会会報

左
記
の
如
く
第

一
五
凶
回
東
京
歯
科
大

学
学
会
例
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
御
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
四
月
三
十
日

東
京
歯
科
大
学
学
会
会
長

福
島

結
絞
蘭
と
細
胞
の
闘
い
に
化
学
(薬
剤
)

が
介
入
し
た
場
合
を
観
察
、
結
核
菌
に

対
す
る
科
学
の
成
果
を
怖
く。

凶
自
然
の
し
く
み

(n
分
)

ノ
ミ
は
な
ぜ
は
ね
る
|

人
間
の
周
囲
に
生
息
す
る
寄
生
動
物
が

い
か
に
し
て
宿
主
を
見
出
し
、
生
命
を

保
持
し
て
い
く
か
を
具
体
的
に
説
明
す

る。

同
胎
児
の
記
録

(日

分
)

-
E
3
Z円
O
R
0
3
に
よ
る
早
期
姫
娠

人
胎
児
の
母
体
子
宮
内
に
お
け
る
運
動

の
観
察

姫
娠
数
カ
月
に
し
て
胎
児
の
性
別
判
定

が
可
能
か
::・
等
に
つ
い
て
学
術
記
録

写
真
を
以
っ
て
解
説
す
る
。

秀
策

同
窓
各
位
殿

左
記

昭

三

十

六

年
六
月
十
七
臼

(
土
)

午
後

一
時
J
五
時

東
京
歯
科
大
学
講
堂

日
JI寺

場
rw 尚

、
当
日
学
会
講
演
終
了
後
、
次
の
学

術
映
画
を
上
映
致
し
ま
す
の
で
、
多
数
御

来
場
下
さ
る
よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

山
結
核
蘭
と
化
学
薬
剤

(渇
分
)

ー
ミ
ク
ロ
の
世
界
第
2
部

昭和36平4月30日

お

知

ら

せ

従
来
東
京
・
歯
科
大
学
出
版
部
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た

グ
歯
科
学
報
d

は
、
今
回
一

東
京
歯
科
大
学
学
会
機
関
誌
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
学
会
に
御
入
会
下
さ
れ
ば

い

自
動
的
に
が
歯
科
学
制
ヂ
が
配
付
さ
れ
ま
す
。
官
っ
て
同
窓
各
位
の
学
会
入
会
を

-

御
す
す
め
致
し
ま
す
。

(学
会
会
費
、
年

一
、

0
0
0円
)

(学
会
係
)

学学 "冨11

t子

(3) 

池
野
谷
達
挑
η

矯解
IE 行11

" " 

1-11 
本

陽

監

" 



グ

ス
タ

フ
ソ
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教
授
夫
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来
学
講
演

パ
ッ

フ

ェ
ン
パ

l
ガ

l
博
士
夫
妻
及
び

フ
ィ
ッ
ン
ヤ
|
学
長
来
学
さ
る
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昭
和
十
二
年
同
校

一
二
日
付
に
て
栄
あ
る
医
学
博
士
の
学
位
記

を
卒
業
し
て
直
ち
に

一
が
授
与
さ
れ
た
。
新
博
士
は
本
年
三
四
才

一

受

北
支
青
島
に
て
開
業

一
の
働
き
盛
り
で
あ
り
、
御
健
闘
を
祈
る
次

2

一教
室
の
専
攻
生
と
な
り
、
高
木
耕
三
教
f

一

夫
君

一

せ
ら
1
た
。
終
戦
灸

一第
で
あ
る
。
慶
祝
。
(
森
山
徳
長
記
)

・

一な
ら
び
に
藤
江
君
夫
教
筏
指
導
の
下
に
研

j

f

一

可

円
本
デ
ン
タ
ル

K
一

・

l

の
同
二
六
年
の
幕
、

一主
論
文
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
合
成
培
地

一K
会
長
で
、
か
つ
同

一究
を
続
け
ら
れ
た
。
昭
和
三
十
年
七
月
l

墨
田
区
工
東
一
位
ノ

一
八
こ
て
歯
科
医
院

十

こ
つ
い
て
(
日
本
細
菌
学
雑
誌
、
第
一

司

一
出
度
く
医
学
博
士
の
学
位
記
を
受
領
さ
れ

i

b

一

h

司
窓
の
紀
男
氏
息
。
母

一

を
再
開
し
、
今
日
こ
及
レ
で
居
ら
れ
る
。

一

四
巻
一

O
一
六
頁
昭
三
四
)

で
、
昭

和

二

十

六

品

計

恥

μ
1
1
F誌
は

山

品

削

げ

日

目

わ

一感
ず
る
所
あ
っ
ふ
同

J
1夏
東

1
1
2
の

E
大
田
区
北
千
束
町
六
九
」
の
白
書
て

一日

百

九

十

日

ymuq諮問押すい
p
b日

一

浅

野

実
君
昭
和

十
四
年
母
校

開
業
さ
れ
た
が
、
哩

一
干
年

五

の

伝

一
医
院
も
立
派
に
改
築
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

一
か
ね
て
提
出
巾
の
論
文
は
同
三
四
年
六
月

一
h
掴

唱

，

臥

・

卒
業
。
直
ち
に
北
海

研
の
沢
井
芳
男
博
士
の
室
に
入
り
研
究
を

一
あ
る
。
慶
祝
O

(

大

語

、
長
尾
事
己
)
一
の
同
大
学
教
授
会
に
て
桑
原
章
吾
教
室

一
句

柑

過

唱

道
に
て
歯
科
の
実
務

完
成
さ
れ
た
。
か
ね
て
提
出
中
の
論
文
は

一

ih
-
-こ
L

J
言
査
の
下
満
場
面
通
過
し
、
越
え
て
八
月

一

F
hゃ
ー
'

を
修
得
。
同
十
六
年

同
一
一
一
十
四
年
十
一一
月
一干

一一一
日
の
群
大
医

て
+
時
限
究
一

一
前
川

W
1一」計

九
一
時

一三
十
日
付
、
栄
あ
る
際
学
博
士
の
学
位
記

一

』

J
1
出
一
月
国
立
療
養
所
多

学
部
に
て
三
僑
進
教
授
主
の
も
と
阿

一

1

1

1

1

1

1

I

↑
が
授
与
さ
れ
た
。
新
博
士
は
本
年
間
六
才

一摩
全
生
園
の
前
身
に
勤
務
し
、
後
ち
厚
生

教
授
会
を
満
場

一
致
で
通
過
、
翌
三
十
五

一

t
〈

ほ

き

E

一
の
働
き
盛
り
。
昭
和
三
二
年
四
月
か
ら
二

一技
官
と
な
ら
れ
た
。
満
州
各
地
の
病
院
及

年
二
月
三
日
付
栄
あ
る
学
位
記
が
段
与
さ

一

牛

久

保

喜

一

君

一年
間
本
所
歯
利
医
師
会
会
長
を
務
め
て
居

一び
東
京
陸
軍
軍
医
学
校
等
に
応
召
せ
ら
れ

れ
た
。
新
博
士
に
は
八
重
子
夫
人
と
の
間

一

除

昭

和

十

六

年

二
川
1
ら
れ
た
。
慶
祝
。

(
森
山
徳
長
記
)

一
た
。
終
戦
後
復
員
し
て
再
び
全
生
闘
に
勤

に
二
男
三
女
あ
り
。

川
下

保

内

と
、
ド

一
も

鵡

ア

全

母

校

卒

業

し

、
直
ち
主
論
文
カ
ン
ジ
ダ
属
の
亜
硫
酸
及
び
チ
瓦
し
歯
科
医
長
と
な
っ
て
今
日
に
及
ぶ
。

レ
ス
メ
ー
カ
女
学
院
内
の
耐
診
療
所
を
経

一
均
一
?
に
閉
校
口
際
外
科
部
オ
硫
喜
一
冗
作
用
に
及
ぼ
す
炭
素
源
及
一

昭
和
三
二
年
慶
大
医
学
部
整
形
外
科
学
教

営
す
る
傍
ら
、
伝
研
で
細
関
学
の
研
究
も

一
ぷ

，
二

、

切

に

入

宮
。
同
十
七
年
び
窒
素
源
の
露
口
に
つ
い
て
(
日
本
細

-室
に
入
室
、研
究
を
つ
づ
け
論
文
完
成
し
、

続
行
と
い
う
篤
学
家
で
あ
る
。
謹
祝
。
(
回

一

一

一

月
よ
り

一十
年
盟
十
雑
誌
二
二
巻
九
七
九
頁
昭
三
二
二
同
三
四
年
二
月
九
日
の
同
大
学
教
授
会
に

辺

明

記

)

一
一
一
月
主
役
に
服
し
同
年
八
月
員
外
れ

I

l

l

i

-

-

一
て

i
z
t
i一

致
論

主
論
文
実
験
的
テ
フ
ス
症
の
研
究
、
生

一
部
退
室
。
現
住
所
の
八
王
子
市
防
山
町
に

い
ね
川
島
H
A

附
君

一文
通
過
し
、
越
え
て
三
月
六
日
付
、
学
位

菌
免
疫
と
死
蘭
免
疫
と
同
比
較
(
北
関

一
て
同
窓
の
霊
長
父
の
長
一
氏
と
共
に

i
i

昭
和
二
五
年
母
校
記
が
授
与
さ
れ
た
。
新
博
士
は
歯
科
界
で

東
医
学
、
九

号

り

、
昭
和
三
十
四
年

一開
業
今
日
に
及
ぶ。

明
和

一十
年
十
月
庄

一
弘

h
J
1
h

・

卒

業
と
同
時
に
中
野

一も
数
少
な
い
口
腔
領
域
の
ラ
イ
研
究
の
第

九
月
)

一
応
大
学
医
学
部
生
理
教
室
に
研
究
生
と

闘

な
か
姐
組
合
病
院
歯
科
に
勤

一
一
入
者
で
あ
り
、
今

後

の

御

霊

長

る

l

i

l

i

-

-

|

↑
し

て

入

号
、
同
=
ト
凶
年
間
月
十

J
a忌
L・

務
。
同

窓

田

村

陽

-も
の
で
あ
る
。
慶
祝
。
(
佐
藤
水
治
記
)

r

r
艇
智

一
林
繰
教
授
の
主
査
の
下
、
慶
大
阪
学
部
教

一
r

t

1

a
・
博
七
の
診
療
所
を
経

一主
論
文
諸
種
麻
陣
域
に
於
け
る
騰
の
癒

明瞬

3.国
昭

和

二

j
t一授

会

を

章

一
致
論
文
通
過
。
翌
三
十
五

て
現
住
所
た
る
弔
問
区
緑
町
四
ノ
十

一
に
一

合
様
苦
闘
す
る
実
験
的
研
究
(
『
レ
プ

E
聞
週
習
感
渦
幽
校

-Z菜
、
直
ち
に

↑
年
三
月
二
十
三
日
付
日
出
度
く
午
位
記
が
て
開
業
し
現
在
に
宅
っ
て
居
ら
れ
る
。
感

一

-フ
』
二
九
巻
五
号
昭
三
五
)

画

覇
山
修
紙
撤
園
町
校
口
…
腔
外
科
学
教
授
与
さ
れ
た
。慶
祝
。
(
米
沢
和

-
記
)
ず
る
所
あ
っ
て
か
同
二
三
年
東
邦
一
氏
大
徴

当
量
魁
4
園

出

に
入
室
し
、
約
三

主
論
文
電
気
的
刺
激
に
よ
る
皮
質
性
窓
生
物
学
教
室
に
入
室
し
、
多
国
庄
三
助
教

司

副

社

計

攻

さ

れ

た

。
そ
の
後

一

機

に

す

る

吋

l
U
B
i
-
-
1
3
J指
導
の
下
に
研
究
に
従
事
さ
れ
る
事
と

守
口
市
に
お
い
て
父
れ
と
共
に
開
業
の
傍

一

酪
酸
の
抑
制
作
川

(
U
本
生
鹿
山
下
雑
誌
な
な
つ
た
。
後
雪
の
功
な
り
、
か
ね
て
提

ら
、
大
阪
大
学
院
学
部
第

一
間
・
別
学
教
室
第
二
十
一
巻
六
号
)

一出
中
の
論
文
は
同
三
五
年
二
月
二
日
の
同

に
入
室
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
年
同
月

一

一

大
学
教
俊
会
に
て
桑
原
章
五
日
教
授
主
査
の

よ
り
和
歌
山
以
立町内
科
大
学
第
二
解
剖
学

下
満
場

一
致
通
過
し
、
越
え
て
一一一
月
二
十

{立

紹

介

領

者

品.l，
寸『

区Z.x 
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高ま

橋t

ひ
ろ
し

宏
君

s

海
城
中
学
を
経
て

圃
昭
和
二
二
年
東
京
医

品
歯
大
歯
学
部
の
前
身

を
卒
業
。
直
ち
に
通

産
省
医
務
室
歯
科
の

(5) 

末1

続2

寛2
君し

市E
会-

b 

前
身
に
勤
務
。
同
二
六
年
夏
開
業
せ
ら
れ
、

同
二
八
年
暮
現
住
所
た
る
中
野
区
本
町
通

り
五
ノ
三
に
移
転
し
て
今
日
に
及
ん
で
居

ら
れ
る
。
親
友
市
川
博
保
博
士
の
紹
介
で

私
の
微
生
物
学
教
室
へ
開
業
早
々
見
え
ら

れ
る
事
と
な
っ
た
。
予
て
提
出
中
の
論
文

は
、
同
三
四
年
十
月
二
九
日
の
京
都
府
立

医
大
教
授
会
に
て
鈴
木
成
美
教
授
主
査一
の

下
満
場
一
致
論
文
通
過
し
、
越
え
て
十
二

月
九
日
付
、
栄
あ
る
医
学
博
士
の
学
位
記

が
授
与
せ
ら
れ
た
。
新
博
士
は
秀
才
で
あ

り
且
つ
真
面
目
な
努
力
家
で
、
貞
子
夫
人

の
内
助
の
功
も
敬
服
に
値
す
る
。
慶
祝
。

(
米
沢
和
一
記
)

主
論
文
ブ
ド
ウ
球
菌
に
関
す
る
研
究
、

特
に
免
疫
学
的
分
類
に
つ
い
て
(
京
都

府
立
反
大
雑
誌
、
六
六
巻
九

O
三
頁
昭

三
四
)

夫
君

・

同

窓

会
の
長
老
、

恥
鶴
男
氏
の
三
男
で
都

r
立
武
蔵
中
学
を
経
て

圃
昭
和
三
十
年
母
校
卒

業
。
直
ち
に
専
攻
科
に
入
り
翌
年
口
腔
外

科
教
室
助
手
、
同
三
同
年
講
師
に
任
ぜ
ら

れ
た
。
臨
床
の
傍
ら
私
の
微
生
物
学
教
室

に
入
り
、
実
兄
博
保
博
士
の
研
究
テ
l
7

を
継
承
し
て
論
文
を
完
成
し
、
同
三
五
年

四
月
二
八
日
の
京
都
府
立
阪
大
教
授
会
に

て
鈴
木
成
美
教
授
主
査
の
下
満
場
一
致
論

文
通
過
し
、
越
え
て
八
月
十
三
日
付
に
て

栄
あ
る
疾
学
博
士
の
学
位
記
が
授
与
せ
ら

れ
た
。
新
博
士
は
同
年
秋
、
喜
美
恵
夫
人

を
迎
え
ら
れ
た
。
懇
望
せ
ら
れ
て
帝
人
三

原
工
場
病
院
歯
科
に
勤
務
、
広
島
県
=
-原

市
東
町
帝
人
荘
四
四
号
が
新
居
で
あ
る
。

慶
祝
。
(
米
沢
和

一
記
)

主
論
文
外
陰
部
ス
ピ
ロ
ヘ

ー
タ
の
形
態

に
関
す
る
後
光
顕
微
鏡
的
研
究
会
口
小
都

府
立
灰
大
維
誌
、
六
七
巻
一

ohハ一
頁

昭
三
五
)

暢E
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わ
が
郷
土
、

=一
河
が
産
ん
だ
歯
科
界
の

最
高
権
威
の
お

一
人
、
西
村
盛
治
先
生
、

実
に
十
年
ぶ
り
の
御
来
豊
の
情
報
を
得
た

の
は
、
十
一
月
六
日
母
校
じ
寸
周
年
記
念

式
に
上
京
し
た
曽
田
会
長
、
山
本
弥
市
合

計
幹
事
の
両
氏
で
あ
る。

西
村
先
生
は
御
親
峨
の
お
め
で
た
に
御

参
列
の
た
め
に
十

一
月
二
イ
日
御
来
豊
と

の
こ
と
。

地
元
豊
橋
盛
徳
会
は
、
偶
々
十
一
月
十

二
日
幹
事
会
を
聞
く
用
件
が
あ
っ
た
た
め

当
日
先
生
歓
迎
の
件
も
議
地
に
し
、
日
時

場
所
等
の
準
備
を
す
る
。

先
生
の
御
親
戚
に
連
絡
の
結
果
、
十
一

月
二
十
二
日
の
夜
が
都
合
よ
し
と
の
こ
と

早
速
束
三
の
有
志
諸
君
に
も
知
ら
せ
、
場

所
も
先
生
の
そ
の
昔
、
中
学
時
代
の
同
窓

の
方
の
経
営
す
る

「
カ
ク

こ

と
決
定
す

る
。以

下
当
日
の
模
線
を
記
し
て
、
豊
橋
豊

徳
会
便
り
と
す
る
。

昭
和
三
十
五
年
十

一
月
二
十
二
日
、
相

悪
雨
天
で
あ
っ
た
。
先
年
福
島
学
長
先
生

の
御
来
豊
の
折
も
雨
天
で
あ
っ
た
。

然
し
会
員
の
出
席
は
実
に
素
晴
し
い
。

地
元
豊
橋
は
全
員
出
席
の
好
成
績
。

午
後
六
時
半
、
曽
田
会
長
先
ず
立
っ
て

次
の
如
き
開
会
の
挨
拶
(
要
旨
)
。

「
悪
天
候
に
も
拘
ら
ず
、
多
数
会
員
の
参

加
を
得
て
、
久
々
に
御
来
豊
に
な
っ
た
恩

師
西
村
豊
治
先
生
と
席
を
同
じ
く
し
て
、

『
語
り
合
う
』
機
会
を
得
た
こ
と
を
会
員

と
共
に
大
き
な

『
歓
び
』
と
し
た
い
。
会

員
の
中
に
は
、
お
若
い
方
で
は
御
笑
内
な

同和36年4月30日

師
|
歯
槽
膿
漏
症
の
初
診
よ
り
治
療
ま
で

中
村
保
夫
講
師

l
口
腔
外
科
臨
床
と
薬
物

の
用
い
方
。
)
会
員
懇
親
会
一
回
(
新
橋
太

洋
)
会
員
家
族
親
勝
リ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

一
回

(油
壷
、
城
カ
島
ハ
イ
キ
ン
グ
)
支

部
会
報
発
行
二
回
(
第
五
号
、
第
六
号
)

定
時
総
会
一
回
(
新
橋
駅
階
上
日
本
食
堂

に
て
)
の
事
業
を
行
っ
た
。

写
真
は
本
年
一
月
十
九
日
の
定
時
総
会

当
日
に
出
席
さ
れ
た
会
員
の
面
々
で
そ
の

数
は
四
十
四
名
。
本
部
よ
り
田
丸
将
士
副

会
長
が
御
出
席
下
さ
れ
学
債
の
説
明
の
他

本
部
の
近
況
等
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

・河
村
弘
君
外
四
君
後
援
会
中
井
武

一
郎

会
長
も
定
刻
よ
り
御
参
会
下
さ
れ
、
後
援

会
の
趣
旨
を
説
明
さ
れ
御
賛
同
の
上
御
支

援
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

当
支
部
は
昭
和
十
四
年
の
設
立
、
歴
代

支
部
長
、
会
員
共
に
、
強
い
結
び
付
き
で

母
校
発
展
の
為
め
に
つ
く
し
て
来
た
。
こ

の
伝
統
は
今
に
引
き
継
が
れ
、
完
壁
の
運

営
ぶ
り
は
さ
な
が
ら
小
型
「
歯
科
医
師
会
」

で
あ
る
。
先
輩
後
輩
混
然
一
体
と
な
り
、

同
窓
の
意
識
の
も
と
に
集
う
姿
は
今
後
も

続
け
ら
れ
る
も
の
と
信
ず
る
。
(
今
野
記
)

御

本L

立
春
も
過
ぎ
春
近
き
頃
、
母
校
い
よ
い

よ
御
発
展
の
事
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
先
頃
の
二
月
二
日
の
長
岡
地
震
に

際
し
ま
し
て
、
御
丁
重
な
お
見
舞
い
を
い

た
だ
き
誠
に
有
難
く
感
激
致
し
て
居
り
ま

す
。
同
業
と
し
て
は
一
名
権
災
者
を
出
し

ま
し
た
が
、
同
窓
会
員
の
権
災
は
一
名
も

あ
り
ま
せ
ず
、
誠
に
不
幸
中
の
幸
い
で
御

座
い
ま
し
た
。
唯
、
大
雪
の
年
の
こ
と
と

て
穣
災
地
で
は
仲
々
の
脅
し
み
で
あ
り
ま

し
た
。
県
外
同
窓
会
員
各
位
よ
り
も
お
見

舞
い
頂
き
、
誠
に
有
難
く
感
謝
致
し
て
お

り
ま
す
。
会
報
誌
面
を
か
り
ま
し
て
御
礼

を
申
上
げ
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
二
月
十

一
日

新
潟
県
支
部
長

岡
田

雄

同
窓
会
御
中

片
野
利
三
郎
君
逝
く

君
は
昭
和
三
年
母
校
卒
。
在
学
当
時
は

競
技
部
、
柔
道
部
に
席
を
お
き
大
い
に
活

躍
し
た
。

昭
和
五
年
沼
田
町
に
開
業
、
同
五
年
現

地
新
治
村
に
移
転
、
琵
琶
、
俳
句
を
良
く

し
た
。群

馬
県
歯
科
医
師
会
利
根
郡
支
部
長
、

県
歯
科
医
師
会
代
議
員
、
理
事
、
新
治
村

教
育
委
員
等
を
庇
任
、
昭
和
三
十
四
年
四

月
新
治
村
村
長
に
当
選
、
村
長
在
職
中
不

幸
に
も
一
月
九
日
心
不
全
に
て
逝
去
、
五

十
七
才
。
一
月
二
十
三
日
盛
大
な
る
村
葬

が
営
ま
れ
た
。
謹
ん
で
記
す
。

(
森
下
寿
夫
記
)
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大
正
二
年
卒
業
の
無
二
会
凶
十
七
周
年

記
念
会
は
沼
津
の
徳
永
寅
成
氏
の
斡
旋
に

よ
り
J
l
H
川
ご一

J
一
日
朝
九
時
羽
田
空
港
に

参
集
し
た
。
な
つ
か
し
い
顔
、顔
、顔
。
わ

け
で
も
凶
山
盤
君
、
高
田
政
雄
君
の
両
君

は
問
|
じ
年
探
り
の
出
席
と
あ
っ
て
自
己

紹
介
に
依
っ
て
初
め
て
判
明
し
た
場
面
あ

っ
て

、
一
同
嬉
し
さ
溢
る
る
面
持
で
あ
る
。

会
員

一
同
今
日
の
目
の
附
天
を
念
願
し
て

い
た
の
に
、
昨
夜
来
の
雨
は
東
風
さ
え
混

え
て
烈
し
く
且
つ
行
先
大
島
は
三
十
米
の

暴
風
雨
の
為
飛
行
機
の
発
着
は
到
底
不
可

能
な
る
旨
会
社
よ
り
告
げ
ら
れ
た

秋
附
や
三
年
待
ち
し
今
H
の
日
を

星
香

空
港
や
そ
と
秋
雨
に
浮
か
ぬ
顔
同

大
混
気
を
恨
む
プ
ロ
ペ
ラ
見
て
帰
り黒

崎

秋
耐
に
旧
友
集
う
羽
同
港
都
紫

依
っ
て
予
定
の
コ
ー
ス
を
逆
の
計
画
に

変
更

一
同
パ
ス
に
て
東
京
以
に
行
き
熱
海

乗
換
え
伊
東
に
向
っ
た
。
パ
ス
の
中
電
車

の
中
は
懐
旧
談
に
花
が
咲
き
爆
笑
に
つ
ぐ

爆
笑
に
て
他
の
乗
客
に
も
恥
し
い
程
の
騒

ぎ
の
う
ち
に
伊
東
に
ポ
い
た
。
途
中
さ
す

が
の
大
雨
も
や
み
大
山
の
姿
を
く
っ
き
り

浮
べ
て
い
た
。

伊
東
り
で
は
旅
館
さ
し
廻
し
の
大
型
パ

ス
で
ハ
ト
ヤ
に
直
行
、
先
治
の
三
名
と
合

同
、
直
ち
に
刷
江
名
対
日
教
慢
の
講
演
と
笑

一
不
を
設
聴
、
明
日
へ
の
新
知
識
を
獲
得
し

た
。
続
い
て
大
京
山
の
大
サ
ボ
テ
ン
を
見

学
に
行
っ
て
観
光
の
意
義
を
深
か
ら
し
め

た
数
名
も
あ
っ
た
。

菓
子
配
け
て
和
む
旧
友
列
車
窓
黒
崎

山
川
頭
は
大
サ
ボ
テ
ン
に
迎
え
ら
れ

東京歯科大学同窓会会報第79号(7) 

黒
崎

サ
ボ
テ
ン
を
脊
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
ピ
ン

ト

切

り

同

ゴ
ル
フ
場
山
か
ら
海
へ
繰
り
広
げ
同

時
雨
ろ
る
や
初
島
燈
台
明
滅
す
都
紫

朝
寒
や
温
泉
の
壁
に
蝿
一
つ
同

午
後
ヒ
時
よ
り
大
広
間
に
於
て
宴
会
。

同
日
出
席
者
は

三
輪
充
武
、小
林
与
兵
衛
、望

月

弘

、

西
山
盤
、
若

葉

清

、
宮

島

弘

、
笠
原

益
三
、
藤
原
四
郎
、
佐
塚
孝
一

、
厳
矢
重

包
、
高

回

実

、
岡
本
古
口
詞
、
宇

野

孝

黒

崎

博

、
高
田
政
雄
、
同
令
銭
、
徳
永

寅
蔵
、
同
夫
人
、
堀
江
錠
一

、
同
夫
人
、

伊
藤
初
太
郎
、
同
高
子
、
以
上
二
十
二
名

で
あ
っ
た
。

常
任
幹
事
楓
江
君
の
庶
務
報
告
に
続
い

て
其
の
後
逝
去
会
員
、
西
風
福
市
君
、
飯

塚
喜
四
郎
君
、
高
田
福
三
郎
君
の
御
冥
福

を
祈
る
べ
く
一
同
起
立
し
て
黙
祷
を
捧
げ

た
。
次
に
次
回
の
無
二
会
開
催
に
就
い
て

協
議
の
結
果
、
来
年
は
堀
江
君
の
担
当
で

東
京
で
、
そ
の
次
が
長
野
県
上
諏
訪
市
、

そ
の
次
が
山
形
市
と
開
催
地
を
決
定
し
て

議
事
終
了
。
記
念
帰
影
を
す
ま
せ
宴
会
に

入
る
。
美
形
酒
聞
を
斡
旋
し
、
呑
む
程
に

酔
う
程
に
無
礼
講
と
な
り
、
各
自

H
頃
の

鍛
え
ら
れ
し
腕
自
慢
、
の
ど
自
慢
に
満
場

燦
然
と
な
り
、
酔
顔
騒
然
と
な
っ
て
各
自

の
現
状
報
告
も
し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
状
態
。

い
や
が
上
に
も
水
橋
精
神
発
露
、
恰
も
兄

弟
の
如
く
角
帽
の
昔
に
四
十
七
年
を
一
足

飛
び
し
て
刻
の
移
る
を
知
ら
ざ
る
有
様
で

あ
っ
た
。
就
中
高
田
実
君
の
仕
舞
は
実
に

堂
に
入
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

翌
十

一
月

一
日
朝
食
を
七
時
に
終
え
、

大
島
行
の
港
へ
宿
の
パ
ス
で
送
っ
て
も
ら

う
。
八

O
O頓
の
喜
久
丸
に
て
八
時
十
分
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新
人
事
の
下
に
大
学
が
運
営
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
我
々

一
期
生
は
、
大
学
の
一
大
発

展
の
実
現
を
、
こ
の
新
機
構
に
心
か
ら
期

待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

〈
〉
去
る
二
月
十
四
日
の
臨
時
評
議
員
会
で

一
期
生
で
あ
る
津
島
秀
夫
兄
が
東
京
歯
科

大
学
評
議
員
に
推
選
さ
れ
、
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
学
部
ぃ
卒
業
生
と
し
て
初
め
て
唯
一

人
、
評
議
員
に
被
さ
れ
た
同
兄
は
、
誠
に

適
任
と
も
い
う
べ
き
で
、
同
兄
の
こ
の
道

に
お
け
る
活
躍
を
心
か
ら
期
待
す
る
と
同

時
に
、

一
期
会
と
し
て
も
大
い
に
支
援
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
卒
業
以
来
母
校
市
川
病
院
歯
科
に
勤
務

さ
れ
て
い
ま
し
た
北
原
栄
次
兄
は
去
る
三

月
三
十

一
日
を
以
て
辞
任
さ
れ
、
自
宅
に

て
診
療
に
従
事
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
級
友
が
退
陣
さ
れ
て
い
く
の
は
、
限

り
な
い
寂
し
さ
を
お
ぼ
え
ま
す
が
。

何
卒

今
後
の
御
健
斗
御
発
展
を
御
祈
り
致
し
ま

す

。

(

見

明

記

)

五

期

会

陽
春
の
候
、
諸
氏
に
は
益
々
御
悠
勝
の

こ
と
と
推
山
市
引
い
た
し
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
本
年
度
の
ク
ラ
ス
会
の
事
が

気
に
な
り
始
め
ま
し
た
が
、
前
に
も
一
寸

報
告
し
ま
し
た
通
り
、
今
年
は
遠
山
を
し

よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
地

方
か
ら
年
に

一
回
だ
け
上
京
し
て
こ
ら
れ

る
諸
氏
も
多
く
、
或
は
わ
ざ
わ
ざ
速
く
へ

行
か
な
く
て
、
是
非
東
京
都
内
で
行
っ
て

も
ら
い
た
い
と
の
希
望
が
あ
る
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
夏
頃
に
は
、
名
簿

を
改
訂
か
た
が
た
、
も
う
一
度
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
る
つ
も
り
で
す
か
ら
御
協
力
下
さ

B
V
 次

に
、
幹
事
の

一
人
で
あ
っ
た
服
部
孝

範
氏
は
、
三
月
末
日
を
も
っ
て
口
腔
外
科

学
教
室
を
退
き
、
名
古
屋
の
愛
知
学
院
大

学
歯
学
部
へ
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
の

今
後
の
御
活
雌
を
期
待
す
る
と
同
時
に
、

短
期
間
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
五
期
会
の

為
に
い
ろ
い
ろ
尽
力
下
さ
っ
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

在
米
中
の
今
西
孝
博
氏
は
、
今
秋
中
に

は
帰
っ
て
来
る
と
の
噂
で
す
が
、
は
っ
き

り
し
た
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
五
期
会

一

同
、
氏
の
外
遊
成
果
を
大
い
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

(
幹
事
一
同
)



トぷ
に
列
記
し
た
も
の
は
最
近
凶
川
飢
で
附
人
し
た
専
門
川
の

円

.
部
で
す
。

川

こ
の

リ
ス
ト
は
逐
次
掲
出
帆
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
図
書
目
録
と
し
.

て
御
山
氏
川
に
な
れ
ば
御
便
利
か
と
存
じ
ま
す
。
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今
向、

同
窓
会
民
の
凶
作
械
が
互
に
制
収
附

一福
祉
の
突
を
あ
げ
る
た
め
の
具
体
的
な
一

つ
の
試
み
と
し
て
、
右
の
よ
う
な

グ
御
楽

内
d

酬
を
設
け
る
こ
と
に
放
し
ま
し
た
。

今
後
、
求
品
開
院
、
求
婚
、

そ
の
他
に
つ
き

同
窓
会
員
皆
同
体
の
活
発
な
御
利
用
を
御
願

い
放
し
ま
す
。

尚、

当
分
の
聞
は
巾
込
料

等
は
頂
政
放
し
ま
せ
ん
。

売
歯
院

名
簿
改
訂
に
つ
い
て
の
お
願
い

本
会
制
限
第
ヒ
イ
ヒ
ザ
に
も
御
願
い
放
し
ま
し
た
よ
う
に
、
旧
名
簿
を
改
訂
す
る

た
め
、
附
和

Jai
-
一年
同
月
以
降
に
次
の
事
羽
に
変
更
又
は
変
動
の
あ
り
ま
し
た

方
は
、
必
ず
六
月
十
五
日
迄
本
部
宛
に
御
槻
下
さ
い
。
御
知
ら
せ
の
な
い
場
九
日

は
旧
名
簿
の
ま
ま
で
拘
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。

御
諒
点
下
さ
い
。
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